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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における国内経済は、政府の景気対策である経済・金融政策の効果が下支えする中、

企業収益や雇用環境は総じて改善の動きが見られるなど、全般的には緩やかな回復基調が続きました。個人消費

につきましても持ち直しの動きが見られた一方、所得水準の伸び悩み、原材料高に伴う物価上昇への懸念等から、

依然として選別消費の傾向が一層強まる状況となりました。

当社グループを取り巻く事業環境におきましては、主要販売先である百貨店等において外国人観光客による売

上高が増加したこともあり、概ね堅調に推移しました。

この様な状況の下にあって当社グループは、「川辺三ヵ年新中期経営計画2014」の２年目をむかえ、顧客第一主

義を経営の根幹として、革新的な発想に則した企業活動を通じて、市場競争力の強化と新たなる事業領域の拡大

を促進し『コト提案型企業への変革と製造小売業を目指す』を経営ビジョンとして掲げ、企業の継続的成長に努

めてまいりました。

セグメントの業績を示しますと、次のとおりであります。

　

身の回り品事業

売上高につきましては、ハンカチーフは、百貨店の売場占有率増加と外国人観光客の増加によるインバウンド

需要により、大都市圏を中心とする百貨店店舗において伸長したことなどから、前年比108.0％となりました。

スカーフ・マフラーにつきましては、春夏物の洋品の市場動向が振るわず、百貨店店舗において苦戦を強いら

れました。その結果、前年比86.8％となりました。

タオル・雑貨につきましては、昨年のワールドカップ特需の反動の影響で、売上は減少しましたが、タオルケ

ットなどのテレビ通販が好調に推移したことや雑貨における直営店の新店売上分の増加により、前年比99.9％と

なりました。

この結果、身の回り品事業といたしまして、売上高は前年比104.2％となりました。

　

フレグランス事業

当社のフレグランスの主力商品である『サルヴァトーレフェラガモ、プラダ、ヴェルサーチ』等の売上は順調

に伸長しましたが、当社の百貨店・直営店における不採算店舗閉店の影響とホールセール向けの販売が、若干減

少した事により売上高は、前年比95.2％となりました。

　

一方、利益面につきましては、身の回り品事業において、ハンカチーフ商材が外国人観光客の増加によるイン

バウンド需要やプロパー商品の売上増により、売上総利益が増加し、前期と比べ増益となりました。

フレグランス事業におきましては、売上は減収となりましたが、収益性の高い商材の販売が要因となり、売買

益率が伸長し、事業の再構築による経費削減効果も大きく影響し、前期と比べ利益は大幅に改善され、黒字化を

果たしました。

　

以上の理由により、全事業としましては、前期と比べ営業利益・経常利益・親会社株主に帰属する四半期純利

益は増益となりました。

　

この結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高77億42百万円(前年同期比102.9％)、営業利益２億35百

万円(前年同期比319.2％)、経常利益２億79百万円(前年同期比303.8％)、親会社株主に帰属する四半期純利益１

億51百万円(前年同期比514.9％)となりました。
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（２）財政状態に関する説明

当第２四半期における「資産合計」は、前連結会計年度末の130億16百万円から131億93百万円となりました。

これは主として、現金及び預金の増加、受取手形及び売掛金の減少、商品及び製品の増加によるものであります。

「負債合計」は、前連結会計年度末に比べ１億21百万円増加し、67億20百万円となりました。

これは主として、支払手形及び買掛金の増加、短期借入金の減少によるものであります。

また、「純資産合計」は前連結会計年度末に比べ54百万円増加し、64億72百万円となりました。

この結果、当第２四半期における総資産は、前連結会計年度末の130億16百万円から131億93百万円となりまし

た。

　

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成28年３月期の業績予想につきましては、当第２四半期連結会計期間の売上高及び利益実績値は概ね当初予

想通りに推移しております。なお当社の商材が第３四半期連結会計期間にピークとなる季節要因もあり、当初の

売上高及び利益計画を達成する見込みでありますので、平成27年５月15日発表の「平成27年３月期 決算短信」

の業績予想から変更しておりません。

また通期配当見通しについても、平成27年５月15日に発表した内容から変更はありません。

今後、何らかの変化がある場合には適切に開示してまいります。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　（会計方針の変更）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」という。）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」という。）及び

「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基準」という。）

等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額

を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更い

たしました。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定

による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方

法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更

を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、

四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）及び

事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点

から将来にわたって適用しております。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,194,690 1,457,461

受取手形及び売掛金 2,961,472 2,349,419

商品及び製品 3,282,068 3,738,264

仕掛品 120,138 132,442

原材料及び貯蔵品 235,840 256,631

その他 346,260 346,151

貸倒引当金 △898 △1,142

流動資産合計 8,139,573 8,279,228

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 661,528 669,965

工具、器具及び備品（純額） 88,033 86,914

土地 727,085 727,085

その他（純額） 104,369 147,613

有形固定資産合計 1,581,015 1,631,579

無形固定資産

のれん 38,923 19,461

その他 84,985 77,134

無形固定資産合計 123,908 96,596

投資その他の資産

投資有価証券 1,922,274 1,943,473

投資不動産（純額） 841,204 835,384

その他 408,836 406,885

投資その他の資産合計 3,172,315 3,185,743

固定資産合計 4,877,239 4,913,919

資産合計 13,016,812 13,193,147
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,618,649 2,938,695

短期借入金 1,225,000 1,135,000

1年内償還予定の社債 77,500 77,500

未払法人税等 49,121 123,618

賞与引当金 45,801 64,009

その他 710,617 503,578

流動負債合計 4,726,689 4,842,402

固定負債

社債 433,750 395,000

長期借入金 560,000 617,500

退職給付に係る負債 561,208 552,268

資産除去債務 59,684 61,703

その他 257,284 251,668

固定負債合計 1,871,927 1,878,140

負債合計 6,598,616 6,720,543

純資産の部

株主資本

資本金 1,720,500 1,720,500

資本剰余金 1,770,567 1,770,567

利益剰余金 2,398,740 2,461,215

自己株式 △52,785 △52,900

株主資本合計 5,837,021 5,899,382

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 546,752 544,796

繰延ヘッジ損益 6,438 405

為替換算調整勘定 28,817 30,297

退職給付に係る調整累計額 △834 △2,277

その他の包括利益累計額合計 581,174 573,221

純資産合計 6,418,196 6,472,603

負債純資産合計 13,016,812 13,193,147
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

売上高 7,527,129 7,742,001

売上原価 4,858,295 4,960,312

売上総利益 2,668,833 2,781,689

販売費及び一般管理費 2,595,123 2,546,376

営業利益 73,709 235,312

営業外収益

受取利息 55 191

受取配当金 12,228 12,152

投資不動産賃貸料 25,502 30,234

その他 21,028 30,635

営業外収益合計 58,814 73,214

営業外費用

支払利息 12,977 11,405

不動産賃貸費用 15,890 5,712

持分法による投資損失 10,425 10,770

その他 1,166 901

営業外費用合計 40,459 28,790

経常利益 92,064 279,737

特別利益

固定資産売却益 - 52

投資有価証券売却益 2,067 -

特別利益合計 2,067 52

特別損失

固定資産除売却損 - 306

店舗閉鎖損失 19,253 193

固定資産解体費用 6,351 -

特別損失合計 25,605 500

税金等調整前四半期純利益 68,526 279,288

法人税等 39,104 127,796

四半期純利益 29,422 151,492

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益 29,422 151,492
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

四半期純利益 29,422 151,492

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 41,092 △1,956

繰延ヘッジ損益 8,399 △6,033

持分法適用会社に対する持分相当額 △2,793 1,480

退職給付に係る調整額 △4,483 △1,442

その他の包括利益合計 42,214 △7,952

四半期包括利益 71,637 143,539

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 71,637 143,539

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 68,526 279,288

減価償却費 88,262 74,632

のれん償却額 19,461 19,461

貸倒引当金の増減額（△は減少） △510 244

賞与引当金の増減額（△は減少） 18,566 18,207

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 965 △11,068

受取利息及び受取配当金 △12,284 △12,344

支払利息 12,977 11,405

固定資産除売却損益（△は益） - 254

固定資産解体費用引当金の増減額（△は減
少）

6,351 -

受取賃貸料 △25,502 △30,234

持分法による投資損益（△は益） 10,425 10,770

売上債権の増減額（△は増加） 643,595 612,065

たな卸資産の増減額（△は増加） △534,650 △489,290

仕入債務の増減額（△は減少） 21,959 356,469

未払金の増減額（△は減少） △59,029 △22,881

未払費用の増減額（△は減少） △22,839 △27,963

未払消費税等の増減額（△は減少） △5,349 △175,944

破産更生債権等の増減額（△は増加） 562 -

その他の資産・負債の増減額 48,110 △9,973

小計 279,601 603,100

利息及び配当金の受取額 12,284 12,344

利息の支払額 △13,065 △11,857

法人税等の支払額 △91,213 △41,916

営業活動によるキャッシュ・フロー 187,606 561,671

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の売却による収入 - 52

有形固定資産の取得による支出 △33,161 △98,005

無形固定資産の取得による支出 △1,953 △2,455

投資有価証券の取得による支出 △26,486 △25,042

投資有価証券の売却による収入 9,251 -

投資不動産の賃貸による収入 25,483 30,395

貸付金の回収による収入 - 3,000

関係会社株式の取得による支出 △50,000 -

その他 4,507 △27,498

投資活動によるキャッシュ・フロー △72,359 △119,553
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(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 500,000 10,000

短期借入金の返済による支出 △650,000 △120,000

長期借入れによる収入 300,000 280,000

長期借入金の返済による支出 △165,000 △202,500

社債の発行による収入 150,000 -

社債の償還による支出 △30,000 △38,750

配当金の支払額 △90,458 △88,629

自己株式の取得による支出 △135 △114

リース債務の返済による支出 △18,410 △19,352

財務活動によるキャッシュ・フロー △4,004 △179,347

現金及び現金同等物に係る換算差額 - -

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 111,242 262,771

現金及び現金同等物の期首残高 611,466 1,194,690

現金及び現金同等物の四半期末残高 722,709 1,457,461
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（重要な後発事象）

固定資産の取得

　当社は、平成27年11月13日開催の取締役会において、以下のとおり、固定資産を取得することについて決議い

たしました。

１．取得の理由

　当社は現在、土地建物賃貸取引中の物件「日本生命新宿御苑前ビル」を、収益基盤の安定化を図るため、土地

及び建物を取得することといたしました。

２．取得資産の内容

資産の名称及び所在地 取得価額 現 況

日本生命新宿御苑前ビル
（東京都新宿区四谷４丁目16番3号）

約3,200百万円 事務所

３．相手先の概要

（１） 名称 日本生命保険相互会社

（２） 所在地 大阪府大阪市中央区今橋3-5-12

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 筒井義信

（４） 事業内容 生命保険業

（５） 設立年月日 明治22年7月4日

（６） 純資産 7兆4,473億円

（７） 総資産 62兆2,830億円

（８）
上場会社と
当該会社の関係

資本関係 該当事項はありません。

人的関係 該当事項はありません。

取引関係 土地建物賃貸取引があります。

関連当事者への該当状況 該当事項はありません。

４．取得の日程

（１） 取締役会決議日 平成27年11月13日

（２） 契約締結日 平成27年11月25日（予定）

（３） 物件引渡期日 平成27年11月25日（予定）

　

５．資金調達方法

　自己資金及び金融機関借入れ
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